




 調査対象 230 症例中、検討可能症例は 197 例であり、その内、感染症が主な死因と判定

された症例は 10 例で、全体の 5.08%(10/197)を占めた。内訳は、敗血症性ショックが 5

例、肺炎・気管支炎が3例、残りの2例はVAHS (virus associated hemophagocytic syndrome)

であった。


